
行
商
人
の
裏
稼
業
（
中
野
）�

一
五
七

行
商
人
の
裏
稼
業

─
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
浮
浪
者
の
イ
メ
ー
ジ

中
　
野
　
春
　
夫

　
本
論
の
対
象
は
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
浮
浪
者
（vagabond, rogue

）
と
呼
ば
れ
た
集
団
、
す
な
わ
ち
同
時
代
の

浮
浪
取
締
法
に
よ
っ
て
潜
在
的
な
犯
罪
者
、
あ
る
い
は
犯
罪
予
備
軍
と
み
な
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
。
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
浮
浪
者

と
は
労
働
可
能
で
あ
り
な
が
ら
雇
用
関
係
に
入
ら
な
い
「
健
常
な
物
乞
い
（sturdy beggar

）」
で
あ
り
、
一
五
五
一
年
の
議
会
制
定

法
は
住
所
不
定
と
み
な
し
う
る
職
業
を
浮
浪
者
と
認
定
し
た
。
そ
の
後
間
も
な
い
一
五
六
〇
年
代
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
娯
楽
産
業
で

も
浮
浪
者
の
登
場
人
物
が
特
定
の
職
業
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
詩
作
品
、
演
劇
作
品
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
論
は

議
会
制
定
法
と
歴
史
書
、
文
学
作
品
の
影
響
関
係
の
な
か
で
特
異
な
浮
浪
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
み
だ
さ
れ
る
過
程
を
分
析
し
た
い
。

一
．「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」

　
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
道
徳
劇
や
イ
ン
タ
ー
ル
ー
ド
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
演
劇
に
は
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
に
よ
く
似
た
職
業
人
、
行

商
人
（pedlar

、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
英
語
で
はpeddler

）
が
登
場
す
る
。
寅
さ
ん
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
が
帽
子
に
腹
巻
、
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
で
あ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
行
商
人
の
そ
れ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
服
と
巨
大
な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
（pack

）
で
あ
る
。
ジ
ョ
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一
五
八

ン
・
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
四
人
の
Ｐ
（Four Ps

）』
に
登
場
す
る
「
行
商
人
」
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
グ
ッ
ズ
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
、
以
下
の
よ
う
な
口
上
を
語
り
な
が
ら
地
方
を
回
っ
て
い
た
。

　Pedlar
　
　G

loves, pins, com
bs, glasses unspotted

	
Pom

ades, hooks, and laces knotted;

	
B

rooches, rings and all m
anner of beads;

	
N

eedles, threads, thim
ble, shears, and all such knacks,

…）
1
（

今
日
な
ら
ば
「
手
袋
、
ピ
ン
、
櫛
に
透
明
ガ
ラ
ス
」
の
類
は
年
代
物
の
稀
少
品
で
な
い
か
ぎ
り
商
売
に
な
り
そ
う
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
経

済
史
学
者
で
あ
る
ジ
ョ
オ
ン
・
サ
ー
ス
ク
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
商
品
こ
そ
産
業
革
命
以
前
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
の
消
費
社

会
を
生
み
だ
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
最
新
成
果
で
あ
っ
た）

2
（

。
紡
績
関
連
の
技
術
革
新
が
精
巧
な
高
品
質
の
物
づ
く
り
を
可
能
と
し
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
製
品
を
中
心
と
し
て
付
加
価
値
の
高
い
装
飾
品
を
生
み
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　『
四
人
の
Ｐ
』
は
宗
教
改
革
期
の
一
五
三
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
が
現
存
す
る
か
ぎ
り

に
お
い
て
行
商
人
が
職
業
名
そ
の
ま
ま
の
登
場
人
物
と
し
て
現
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
演
劇
史
上
最
初
の
作
品
で
あ
る）

3
（

。『
四
人
の
Ｐ
』
が

最
先
端
の
流
行
商
品
を
巧
み
な
口
上
で
売
り
さ
ば
く
行
商
人
の
華
や
か
な
一
面
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
出
版
さ
れ

た
『
フ
ラ
ン
ス
語
教
本
』（
一
五
三
〇
年
）
に
使
わ
れ
た
例
文
は
一
般
人
が
行
商
人
に
抱
い
て
い
た
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
る
。
著

者
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
は
「
彼
ら
は
自
分
た
ち
し
か
分
か
ら
な
い
言
葉
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
」
と
い
う
例
文
を
英
語
と
フ
ラ
ン
ス

語
で
挙
げ
、
フ
ラ
ン
ス
語
文
の‘Ils iargonnet entre eulx

’

に
対
応
す
る
英
語
文
を‘T

hey speke a pedlars french am
ongest 
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them
 selfe ’

と
し
た）

4
（

。

　
仲
間
に
し
か
通
じ
な
い
会
話
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
行
商
人
た
ち
に
い
か
が
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
が
挙
げ
る
も
う
一
つ
の
例
文
は
行
商
人
が
イ
メ
ー
ジ
の
う
え
で
ジ
プ
シ
ー
や
贋
金
作
り
と
そ
う
変
わ
り
が
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
─‘I speke a pedlars frenche or a gyberishe or any countrefait langaige ’.

フ
ラ
ン
ス
語
教
本
の
著
者
と

し
て
ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
は
ユ
ー
モ
ア
か
ら
例
文
に
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
と
い
う
表
現
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
記
の
例

文
が
存
在
す
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
一
五
三
〇
年
の
時
点
で
、
独
特
な
符
牒
が
行
商
人
の
間
で
発
達
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
行
商
人
へ
の
偏
見
は
す
で
に
十
六
世
紀
初
め
か
ら
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
こ
の
職
業
へ
の
社
会
差
別
が
法
的
な
次
元
で
公
に
さ
れ

る
の
が
一
五
五
一
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
も
た
な
い
地
方
巡
業
を
違
法
と
す
る
法
律
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
を
通
過
し

（5 &
 6 Edw

. V
I. c. 20

）、
そ
の
冒
頭
で
行
商
人
と
鋳
掛
屋
が
名
指
し
で
「
こ
の
王
国
に
と
っ
て
必
要
と
い
う
よ
り
は
有
害
」
と
断
罪

さ
れ
て
い
た
─‘Forasm

uche as it is evident that T
ynkers Pedlers and suche like vagrant psones are m

ore hurt-

full than necessarie to the Com
en W

ealth of this R
ealm

e, B
e it therefore ordeyned

…）
5
（

’

行
商
人
と
鋳
掛
け
屋
は
ド
サ

周
り
を
お
こ
な
う
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
特
性
に
よ
っ
て
両
者
は
十
六
世
紀
半
ば
以
降
浮
浪
者
の
代
名
詞
的
な
職
業
と
み
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
四
年
前
の
一
五
四
七
年
に
浮
浪
者
の
定
義
は
以
前
の
浮
浪
取
締
法
よ
り
は
る
か
に
具
体
化
さ
れ
（1 Edw

. 

V
I. c. 3

）、「
働
く
こ
と
な
く
幹
道
の
近
く
や
町
や
村
の
通
り
を
放
浪
す
る
」
者
た
ち
が
浮
浪
者
と
認
定
さ
れ
た
。
右
記
の
一
五
五
一
年

の
法
律
は
無
職
で
住
所
不
定
の
「
放
浪
す
る
者
た
ち
」
を
地
方
巡
業
者
に
ま
で
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
正
確
に
言
え
ば
ラ
イ
セ
ン
ス

な
し
に
地
方
巡
業
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
浮
浪
者
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
行
商
人
イ
コ
ー
ル
浮
浪
者
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
六
世
紀
半
ば
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
で
は
行
商
人
や
鋳
掛
屋
で
あ
れ
ば
浮
浪
者
を
連
想
す
る
の
が
当
た
り
前
に
な
る
。
ウ
ィ
リ
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ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
・
第
二
部
』（
一
五
九
〇
年
頃
）
に
お
け
る
一
場
面
は
こ
の
偏
見
が
社
会
に
深
く
根
づ
い

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
劇
の
第
四
幕
は
一
四
五
〇
年
の
ケ
ン
ト
州
で
起
こ
っ
た
反
乱
を
笑
劇
的
に
劇
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
反
乱
の
場
面
は
首
謀
者
の
ジ

ャ
ッ
ク
・
ケ
イ
ド
が
民
衆
を
暴
動
へ
と
扇
動
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
ケ
イ
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
の
推
定
相
続
人

で
あ
っ
た
エ
ド
マ
ン
ド
・
モ
ー
テ
ィ
マ
ー
の
息
子
だ
と
称
し
、
自
分
の
妻
も
名
門
レ
イ
シ
ー
家
の
出
自
だ
と
主
張
す
る
一
方
、
肉
屋
の
デ

ィ
ッ
ク
と
織
物
職
人
の
ス
ミ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
傍
白
で
彼
の
妻
の
裏
稼
業
を
観
客
に
伝
え
る
。

　Cade	
M

y w
ife descended of the Lacys

─

　D
ick	

She w
as indeed a pedlar ’s daughter, and sold m

any laces.

　Sm
ith

　B
ut now

 of late, not able to travel w
ith her furred pack, she w

ashes bucks

	
here at hom

e.�

（The Second Part of H
enry the Sixth, 4. 2. 32

─35

）
6
（

）

デ
ィ
ッ
ク
と
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
ケ
イ
ド
の
妻
は
行
商
人
の
娘
で
あ
り
、
彼
女
自
身
も
行
商
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
彼
女
は
ド
サ
周
り
を
し

な
が
ら
レ
ー
ス
（Lacy

と
の
掛
詞
）
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
を
売
り
つ
つ
、
副
業
で
売
春
業
も
営
ん
で
い
る
（furred pack

は

行
商
人
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
女
性
器
の
掛
詞
）。
と
こ
ろ
が
彼
女
は
一
五
五
一
年
の
法
律
に
よ
っ
て
地
方
巡
業
が
で
き
な
く
な
り
、
現

在
は
生
ま
れ
故
郷
に
戻
っ
て
「
雄
鹿
（bucks

）」
を
洗
う
洗
濯
女
（laundress

は
売
春
婦
、
愛
人
の
隠
語
）
を
営
ん
で
い
る
ら
し
い）

7
（

。

こ
の
笑
劇
的
な
や
り
と
り
は
一
五
九
〇
年
の
時
点
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
観
客
が
「
行
商
人
」
と
い
う
語
を
聞
け
ば
即
座
に
浮
浪
者
を

連
想
し
、「
行
商
人
の
娘
」
も
し
く
は
「
妻
」
で
あ
れ
ば‘doxy

’

と
呼
ば
れ
た
裏
社
会
の
風
俗
業
従
事
者
を
想
像
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
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六
一

い
る
。

　
劇
中
に
お
い
て
ケ
イ
ド
は
「
仕
立
て
屋
（clothier

）」
と
言
及
さ
れ
て
は
い
る
が
、
同
時
代
の
観
客
に
と
っ
て
こ
の
登
場
人
物
も
浮

浪
者
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
ス
ミ
ス
と
デ
ィ
ッ
ク
は
以
下
の
と
お
り
浮
浪
取
締
法
で
頻
出
す
る
用
語
を
使
っ
て
ケ
イ
ド
の
法
的
立
場
を

明
ら
か
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　Cade	
V

aliant I am

─

　Sm
ith

　A
 m

ust needs, for beggary is valiant.

　Cade	
I am

 able to endure m
uch

─

　D
ick	�

N
o question of that: for I have seen him

 w
hipped three m

arket days �

together.�

（The Second Part of H
enry the Sixth, 4. 2. 39

─43

）

浮
浪
者
を
表
す
語
はvagabond

（
議
会
制
定
法
で
は
一
五
七
二
年
以
降rogue

も
使
わ
れ
る
）
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
法
律
の
な
か
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
換
え
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、valiant beggar

（
健
常
の
物
乞
い
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ケ
イ
ド
はvaliant

を
「
勇
敢
な
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
が
、
ス
ミ
ス
は
浮
浪
取
締
法
で
使
わ
れ
る
「
五
体
満
足
な
」
の
意
味
で
混
ぜ
返
す
。
ま
た
ケ
イ
ド

が
「
俺
は
忍
耐
強
い
（endure m

uch

）」
と
語
れ
ば
、
デ
ィ
ッ
ク
はendure

を
「
皮
革
の
持
ち
が
い
い
」
の
意
味
で
使
い
ケ
イ
ド
が

三
日
間
受
け
て
い
た
浮
浪
者
に
た
い
す
る
鞭
打
ち
刑
に
言
及
す
る
。
ど
ち
ら
の
言
葉
遊
び
で
も
、
観
客
に
浮
浪
者
関
連
の
知
識
が
あ
っ
て

初
め
て
ス
ミ
ス
と
デ
ィ
ッ
ク
の
裏
解
説
が
理
解
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
十
六
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
は
江
戸
時
代
の
士
農
工
商
制
度
に
似
た
四
区
分
の
階
層
制
度
を
と
っ
て
お
り
、
民
衆
や
大
衆
に
対
応
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一
六
二

す
る
賃
金
労
働
者
（
職
人
）
お
よ
び
農
業
労
働
者
（
小
作
人
）
は
「
第
四
の
階
層
」
に
属
し
て
い
た）

8
（

。
今
日
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
登
場
す
る
民
衆
は
仕
立
屋
だ
ろ
う
が
鋳
掛
屋
だ
ろ
う
が
社
会
的
地
位
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が

同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
の
住
人
た
ち
は
目
に
見
え
な
い
差
別
的
な
一
線
を
、
社
会
の
最
底
辺
の
ど
こ
か
に
く
っ
き
り
と
引
い
て
い

た
。
浮
浪
者
に
該
当
し
な
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
観
客
に
と
っ
て
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
の
「
市
民
一
」
は
自
分
た
ち
の
世
界
の
住

人
で
あ
る
一
方
、『
ヘ
ン
リ
ー
六
世
・
第
二
部
』
に
登
場
す
る
ケ
イ
ド
や
デ
ィ
ッ
ク
、
ス
ミ
ス
は
同
じ
「
第
四
の
階
層
」
に
属
す
る
人
間

で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
と
は
一
線
を
画
し
う
る
異
分
子
で
も
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
イ
ド
は
社
会
関
係
の
枠
組
み
に
お
い
て
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
浮
浪
者
の
特
異
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、『
冬
物
語
』
の
オ
ー
ト
リ
カ
ス
、『
じ
ゃ

じ
ゃ
馬
馴
ら
し
』
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ラ
イ
な
ど
、
と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
大
衆
ス
タ
ー
た
ち
に
も
同
じ

こ
と
が
あ
て
は
ま
る
。

二
．「
わ
れ
ら
浮
浪
者
の
友
愛
団
」

　O
E

D

に
お
け
るpedlar ’s French

の
定
義
は
「
浮
浪
者
や
窃
盗
犯
（vagabonds and thieves

）
が
仲
間
内
で
使
う
言
語
、
浮
浪

者
や
窃
盗
犯
た
ち
の
符
牒
、
理
解
で
き
な
い
言
葉
」
で
あ
り
（O

E
D

, pedlar 4b

）、
そ
の
初
例
に
挙
げ
て
い
る
の
が
先
ほ
ど
の
ポ
ー
ル

グ
レ
イ
ヴ
に
よ
る
一
五
三
〇
年
の
言
及
で
あ
る
。
こ
れ
も
正
確
を
期
し
て
お
き
た
い
が
、
ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
の
例
文
はpedlar ’s 

French

と
い
う
用
語
の
初
例
で
あ
っ
て
も
、O

E
D

の
定
義
が
こ
の
例
文
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
五
三
〇
年
の
時
点
で
「
浮

浪
者
」
と
み
な
さ
れ
る
の
は
健
常
で
あ
り
な
が
ら
物
乞
い
を
す
る
人
間
で
あ
り
、
行
商
人
が
浮
浪
者
と
み
な
さ
れ
る
の
は
一
五
五
一
年
以

降
だ
か
ら
で
あ
る
。
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ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
は
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
と
い
う
用
語
を
紹
介
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
そ
の
符
牒
が
じ
っ
さ
い
ど

の
よ
う
な
も
の
か
を
が
明
ら
か
に
し
た
の
が
一
五
三
五
年
の
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ッ
プ
ラ
ン
ド
に
よ
る
諷
刺
詩
『
慈
善
院
に
通
じ
る
街
道

（The H
ighw

ay to the Spital-house

）』
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
は
一
五
三
五
年
の
時
点
で
奇
妙
な
言
葉
遣
い
が
行
商
人
の
専
売
特

許
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　Copland

　
　Com

e none of these pedlars this w
ay also,

	
W

ith pack on back, w
ith their bousy speech,

	
Jagged and ragged, w

ith broken hose and breech?

　Porter

　
　Enow

, enow
. W

ith bousy cove m
aund nase,

	
Tour the patrico in the darkm

an case,

	
D

ocked the dell for a copper m
ake:

	
H

is w
atch shall feng a prounce ’s nab-cheat.

	
Cyarum

, by Solom
on, and thou shalt peck m

y jere

	
In thy gan; for m

y w
atch it is nace gear;

	
O

r the bene bouse m
y w

atch hath a w
yne.

	
A

nd thus they babble, till their thrift is thin,

	
I w

ot not w
hat, w

ith their babbling French,

	
B

ut out of the spital they have a party stench

）
9
（

.
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こ
の
諷
刺
詩
は
著
者
コ
ッ
プ
ラ
ン
ド
と
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
慈
善
院
の
門
番
と
の
対
話
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
右
記
の
引
用
に
お
い
て
四

行
目
か
ら
一
〇
行
目
ま
で
門
番
が
語
る
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
七
行
が
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
で
あ
る
（
こ
の
引
用
で
は
門
番
に
よ
っ
て

「
泡
を
吹
く
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
語
（their babbling French

）」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
七
行
は
代
名
詞
や
前
置
詞
な
ど
単
語
が

部
分
的
に
英
語
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
ま
っ
た
く
意
味
不
明
で
あ
り
、
同
時
代
の
読
者
で
さ
え
理
解
不
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
こ
の
諷
刺
詩
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
後
の
一
五
六
六
年
に
浮
浪
者
に
か
ん
す
る
実
録
風
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
版
さ
れ
る
と
、
こ

の
摩
訶
不
思
議
な
言
語
も
お
よ
そ
半
分
は
理
解
可
能
に
な
る
。

　
一
五
六
六
年
に
ケ
ン
ト
州
の
元
治
安
判
事
と
称
す
る
ト
マ
ス
・
ハ
ー
マ
ン
は
彼
が
職
業
柄
知
り
え
た
知
識
を
も
と
に
浮
浪
者
た
ち
の
裏

組
織
と
そ
の
犯
罪
手
口
を
暴
露
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、『
浮
浪
者
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
の
警
告
（Caveat or W

arning for Com
m

on 

Cursitors

）』
を
出
版
し
た
。
こ
の
書
は
同
時
代
の
一
般
読
者
に
た
い
し
浮
浪
者
の
階
層
組
織
と
そ
の
専
門
用
語
、
名
称
を
懇
切
丁
寧
に

解
説
し
て
い
る
点
、
今
日
に
お
け
る
マ
フ
ィ
ア
や
反
社
会
的
勢
力
の
解
説
書
と
よ
く
似
て
い
る
。
ハ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
こ
の
お
ぞ
ま
し

い
位
階
組
織
の
第
一
位
（first in degree of this odious order

）」
は
組
長
に
相
当
す
る‘R

uffler ’

で
あ
り
、
さ
ら
に
若
頭
に
相

当
す
る
「
第
二
位
」
が‘U

pright-m
an

’

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
ハ
ー
マ
ン
は
浮
浪
者
組
織
の
男
性
構
成
員
を
一
五
種
類
、
女
性
を
九
種
類
に
区
分
し
、
合
計
二
十
四
種
類
の
階
級
（
役
割
）
の
一
つ
に

「
行
商
人
（pedlar

）」
の
名
称
を
与
え
て
い
る
。
行
商
人
が
構
成
員
の
名
称
に
さ
れ
る
理
由
は
ハ
ー
マ
ン
自
身
の
説
明
に
よ
る
と
彼
等
が

「
邪
悪
な
」
犯
罪
者
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
議
会
制
定
法
が
無
許
可
の
地
方
巡
業
を
違
法
と
認
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

T
hese sw

adders and pedlars be not all evil, but of an indifferent behaviour

…B
ut forasm

uch as they seek 
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gain unlaw
fully against the law

s and statutes of this noble realm
, they are w

ell w
orthy to be registered 

am
ong the num

ber of vagabonds

）
₁₀
（

.

「
高
貴
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
コ
モ
ン
ロ
ー
お
よ
び
議
会
制
定
法
」
と
は
明
ら
か
に
一
五
四
七
年
と
一
五
五
一
年
の
浮
浪
取
締
り
関
連

の
議
会
制
定
法
を
指
し
て
お
り
、
行
商
人
が
十
六
世
紀
後
半
期
に
犯
罪
集
団
の
一
員
と
み
な
さ
れ
る
背
景
が
こ
こ
に
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
ー

マ
ン
は
巻
末
で
こ
の
犯
罪
者
集
団
の
「
卑
し
い
、
と
ん
で
も
な
い
言
語
（the lew

d, lousy language

）」
を
紹
介
し
、
そ
の
語
彙
百

十
一
語
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
こ
れ
ら
大
胆
不
敵
で
獣
同
然
の
淫
乱
な
乞
食
と
む
な
し
い
浮
浪
者
以
外
に
は
理
解
で
き
な
い
、
半

ば
英
語
が
混
じ
り
あ
っ
た
言
葉
」
で
あ
り
、
ハ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
浮
浪
者
た
ち
の
間
で
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の

が
こ
の
符
牒
で
あ
る）

₁₁
（

。

　
こ
の
語
彙
解
説
を
利
用
す
る
と
一
五
三
五
年
の
『
慈
善
院
に
通
じ
る
街
道
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
の
多
く

が
理
解
で
き
る
の
で
、
ハ
ー
マ
ン
が
浮
浪
者
の
隠
語
と
す
る
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
は
も
と
も
と
行
商
人
が
用
い
て
い
た
職
業
上
の

符
牒
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
し
か
す
れ
ば
一
五
六
六
年
の
時
点
で
も
こ
の
隠
語
を
使
う
の
は
行
商
人
に
限
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
、「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
は
行
商
人
が
一
五
五
一
年
の
議
会
制
定
法
で
浮
浪
者
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
りO

E
D

の
定
義

ど
お
り
に
「
浮
浪
者
と
窃
盗
犯
の
符
牒
」
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
序
文
に
相
当
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
の
べ
ス
へ
の
献
辞
に
お
い
て
、
ハ
ー
マ
ン
は
「
浮
浪
者
た
ち
の
取
調
べ
か
ら
分
か
る
か
ぎ
り
、
彼

ら
の
言
葉
（
浮
浪
者
た
ち
は
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
、
す
な
わ
ち
隠
語
と
呼
ん
で
い
た
）
が
生
ま
れ
た
の
は
こ
こ
三
〇
年
以
内
の
こ
と
で

あ
り
、
ま
ず
そ
れ
以
前
で
は
な
い
（began but w

ithin these thirty years, little above

）」
と
述
べ
て
い
る）

₁₂
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
の

数
字
も
正
し
く
な
く
、
ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
の
一
五
三
〇
年
の
言
及
に
従
え
ば
ハ
ー
マ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
版
さ
れ
る
三
十
六
年
前
の
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時
点
で
す
で
に
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
世
間
で
か
な
り
知
ら
れ
て
い
た
。
問
題
は
ハ
ー
マ
ン
が
「
三

〇
年
以
内
」
と
推
測
す
る
根
拠
で
あ
る
が
、
右
記
の
引
用
で
は
浮
浪
者
へ
の
尋
問
の
成
果
と
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
マ
ン
自
身
の
証
言
に
よ

る
と
彼
が
小
遣
い
や
食
事
と
引
き
換
え
に
情
報
を
得
た
と
す
る
浮
浪
者
は
す
べ
て
「
十
三
歳
か
ら
十
六
歳
、
あ
る
い
は
二
〇
歳
と
ち
ょ
っ

と
」
の
若
い
男
性
で
あ
り
、
理
屈
の
う
え
で
彼
ら
の
口
か
ら
三
〇
年
前
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
「
行
商
人
の
フ
ラ

ン
ス
語
」
と
い
う
用
語
お
よ
び
実
際
の
例
と
関
連
し
て
「
三
〇
年
」
と
い
う
数
字
が
出
て
く
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
情
報
源
と
し
て
あ
り
う

る
の
は
若
い
十
代
の
浮
浪
者
た
ち
で
は
な
く
一
五
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
コ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
『
慈
善
院
に
通
じ
る
街
道
』
な
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
ギ
ル
ド
の
よ
う
な
浮
浪
者
た
ち
の
一
大
組
織
と
そ
の
構
成
員
に
か
ん
す
る
ハ
ー
マ
ン
の
報
告
は
今
日
で
い
え
ば
剽
窃
に

該
当
す
る
も
の
で
、
そ
の
情
報
の
多
く
が
五
年
前
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ド
リ
ー
の
『
浮
浪
者
の
友
愛
団
（Fraternity of 

V
agabonds

）』（
一
五
六
一
年
）
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
。‘U

pright-m
an

’

か
ら‘W

ild R
ogue ’

と‘D
oxy

’

に
至
る
ま
で
浮
浪
者
友
愛

団
の
構
成
員
の
名
称
と
そ
の
役
割
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
オ
ー
ド
リ
ー
か
ら
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
階
層
区
分
の
数

で
さ
え
そ
の
霊
感
は
明
ら
か
に
オ
ー
ド
リ
ー
の
著
作
物
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
。
数
を
一
つ
減
ら
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ハ
ー
マ
ン
が
挙
げ

る
浮
浪
者
の
二
十
四
階
級
は
オ
ー
ド
リ
ー
が
『
浮
浪
者
の
友
愛
団
』
の
巻
末
に
収
録
し
て
い
る
『
コ
ッ
ク
・
ロ
ー
レ
ル
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
た
悪
党
の
二
十
五
階
級
（The X

X
V

. O
rders of K

naues, otherw
ise called a quaterne of K

naues, confierm
ed for 

euer by Cocke Lorell

）』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
Ａ
・
Ｖ
・
ジ
ャ
ッ
ジ
ズ
（
一
九
三
〇
年
）
と
ガ
ー
ミ
ニ
・
サ
ル
ガ
ー
ド
ー
（
一
九
八
四
年
）
の
著
書
は
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
裏
社
会
」

と
い
う
用
語
を
今
日
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
に
し
、
一
九
九
〇
年
に
編
集
さ
れ
た
「
浮
浪
者
文
学
」
集
の
序
文
も
「
裏
社
会
」
の
存
在

を
当
然
の
こ
と
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
社
会
史
学
者
Ａ
・
Ｌ
・
バ
イ
ア
ー
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
描
か
れ

る
よ
う
な
浮
浪
者
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
や
統
計
は
存
在
せ
ず
、
十
六
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
「
裏
社
会
」
の
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表
現
に
値
す
る
よ
う
な
犯
罪
組
織
が
存
在
し
て
い
た
形
跡
す
ら
な
い）

₁₃
（

。
ま
た
行
商
人
な
ど
あ
る
特
定
の
職
業
に
浮
浪
者
が
集
中
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て
強
い
犯
罪
的
傾
向
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
バ
イ
ア
ー
の
指
摘
ど
お
り
「
裏
社
会
」
の
闇
組
織
が
実
在
し

な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
十
六
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
は
現
実
世
界
の
浮
浪
者
と
は
異
な
る
架
空
の
「
浮
浪
者
」
像
を
作
り
あ
げ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
話
が
複
雑
に
な
る
の
は
こ
の
「
浮
浪
者
」
像
が
同
時
代
の
人
々
に
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
十
六
世
紀
を

代
表
す
る
歴
史
編
纂
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
リ
ソ
ン
で
さ
え
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
裏
社
会
」
神
話
を
広
め
た
張
本
人
と
呼
べ
る

の
が
こ
の
歴
史
家
で
あ
る
。

　
ア
ナ
ベ
ル
・
パ
タ
ー
ソ
ン
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ホ
リ
ン
シ
ェ
ッ
ド
年
代
記
』
は
当
時
を
代
表
す
る
十
名

の
歴
史
編
纂
家
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、「
今
日
な
ら
ば
イ
ギ
リ
ス
『
文
化
』
史
と
表
現
で
き
る
壮
大
か
つ
画
期
的
」
な
事
業
で
あ
っ
た）

₁₄
（

。

こ
の
年
代
記
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
、
い
わ
ば
年
代
記
全
体
の
概
論
に
な
っ
て
い
る
の
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
リ
ソ
ン
の
『
ブ
リ
テ
ン
島
の
歴

史
的
描
写
（A

 H
istorical D

escription of the Island of B
ritain

）』
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
今
日
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
描
写

（D
escription of E

ngland

）』
の
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
ホ
リ
ン
シ
ェ
ッ
ド
年
代
記
』
が
一
五
八
七
年
に
改
訂
さ

れ
た
さ
い
ハ
リ
ソ
ン
が
タ
イ
ト
ル
を
後
者
に
変
更
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ハ
リ
ソ
ン
は
『
ブ
リ
テ
ン
島
の
歴
史
的
描
写
』
の
第
十
章
「
貧
困
者
に
与
え
ら
れ
る
給
付
に
つ
い
て
（O

f Provision M
ade for 

the Poor

）」
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
の
貧
困
者
を
先
天
的
障
害
者
、
労
災
者
、
浮
浪
者
の
三
種
類
に
区
分
し
、
前
者
二
つ
は

救
済
対
象
で
あ
る
一
方
、
最
後
の
浮
浪
者
は
処
罰
対
象
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ハ
リ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
浮
浪
者
が
出

現
し
た
の
は
最
近
で
あ
り
、
こ
こ
六
〇
年
間
に
起
こ
っ
た
現
象
と
さ
れ
る）

₁₅
（

。
ハ
リ
ソ
ン
は
そ
の
数
が
「
現
在
一
万
人
を
超
え
て
い
る
」
と

述
べ
、
つ
づ
け
て
浮
浪
者
た
ち
の
特
性
で
あ
る
お
決
ま
り
の
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
（pedlar ’s French

）」
を
紹
介
す
る
。
以
下
の

ハ
リ
ソ
ン
に
よ
る
解
説
は
彼
が
浮
浪
者
関
連
の
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
て
い
た
か
を
明
快
に
物
語
っ
て
い
る
。
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they
［English rogues/vagabonds

］have devised a language am
ong them

selves w
hich they nam

e  ‘canting
’ 

but other, ‘peddler ’s French
’, a speech com

pact thirty years since of English and a great num
ber of odd 

w
ords of their ow

n devising

…）
₁₆
（

ハ
リ
ソ
ン
は
浮
浪
者
た
ち
が
「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
を
考
案
し
た
の
は
「
三
〇
年
前
（thirty years since

）」
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
の
数
字
も
正
し
く
な
い
。『
ホ
リ
ン
シ
ェ
ッ
ド
年
代
記
』
の
初
版
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
五
七
七
年
で
あ
る
か
ら
、
上
記

の
「
三
〇
年
前
」
は
一
五
四
七
年
に
な
る
。
す
で
に
触
れ
て
い
る
が
、
ポ
ー
ル
グ
レ
イ
ヴ
に
よ
る
一
五
三
〇
年
の
言
及
は
す
で
に
こ
の
時

点
で
行
商
人
の
独
特
な
符
牒
が
広
く
世
間
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ア
ナ
ベ
ル
・
パ
タ
ー
ソ
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
『
ホ
リ
ン
シ
ェ
ッ
ド
年
代
記
』
が
改
定
さ
れ
た
さ
い
、
ハ
リ
ソ
ン
は
『
ブ
リ
テ
ン
島
の
歴

史
的
描
写
』
に
た
い
し
て
か
な
り
細
か
い
訂
正
を
施
し
て
い
た）

₁₇
（

。
と
こ
ろ
が
ハ
リ
ソ
ン
は
第
二
版
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
描
写
』
で
も

「
三
〇
年
前
」
と
い
う
記
述
を
変
え
て
い
な
い
。
ハ
リ
ソ
ン
は
そ
れ
自
体
正
し
く
な
い
ハ
ー
マ
ン
の
『
浮
浪
者
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
の
警

告
』
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
ハ
ー
マ
ン
の
一
五
六
六
年
の
時
点
に
お
け
る
「
三
〇
年
前
」
と
い
う
記
述
を
、
一
五
七
七
年
版
で

も
一
五
八
七
年
版
で
も
そ
の
ま
ま
転
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
示
す
の
は
ハ
リ
ソ
ン
が
浮
浪
者
の
実
態
に
か
ん
し
て
ま
っ
た

く
と
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
ハ
ー
マ
ン
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
参
照
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
参
照
し
て
い
れ
ば
間
違
い
に
す
ぐ

気
付
く
）。
だ
か
ら
こ
そ
『
ブ
リ
テ
ン
島
の
歴
史
的
な
描
写
』（『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
描
写
』）
で
は
、
ハ
ー
マ
ン
の
記
述
そ
の
ま
ま
に
浮
浪

者
た
ち
の
一
大
組
織
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
実
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
組
織
は
こ
れ
ま
た
ハ
ー
マ
ン
の
解
説
ど
お
り‘R

uf-

fler ’

と‘U
pright-m

an
’

を
頂
点
と
し
て
男
性
十
五
区
分
、
女
性
九
区
分
の
階
層
制
度
を
構
成
し
て
い
た
。
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　「
行
商
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
を
補
助
線
と
し
て
浮
浪
者
像
の
生
成
過
程
を
分
析
し
て
み
る
と
、
オ
ー
ド
リ
ー
の
翻
案
も
し
く
は
再
録
で

あ
る
ハ
ー
マ
ン
を
さ
ら
に
ハ
リ
ソ
ン
が
再
録
化
し
て
い
く
過
程
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
結
果
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
文
学
作

品
に
行
商
人
と
い
う
設
定
の
登
場
人
物
が
現
れ
る
場
合
、
こ
の
登
場
人
物
は
現
実
世
界
に
お
け
る
行
商
人
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
オ

ー
ド
リ
ー
と
ハ
ー
マ
ン
が
創
作
し
た
裏
社
会
神
話
に
お
け
る
浮
浪
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
例
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
『
冬
物
語
（The W

inter ’s Tale

）』
に
登
場
す
る
行
商
人
オ
ー
ト
リ
カ
ス
に
み
ら
れ
る
。

　
オ
ー
ト
リ
カ
ス
が
登
場
す
る
一
連
の
場
面
は
ま
ず
は
そ
の
時
代
の
行
商
人
が
お
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
商
売
を
し
て
い
た
の
か
、
現
実
世

界
の
情
報
を
今
日
の
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
行
商
人
は
富
山
の
薬
売
り
の
よ
う
に
訪
問
販
売
を
す
る
の
が

通
常
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
玄
関
先
で
即
席
の
歌
謡
＆
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
い
て
い
た
─‘O

, m
aster, if you did but hear the ped-

lar at the door, you w
ould never dance again after a tabor and pipe ’

（4. 4. 216

─17

）。
歌
と
ダ
ン
ス
で
お
客
を
惹
き
つ

け
て
オ
ー
ト
リ
カ
ス
は
魔
法
の
よ
う
な
口
上
を
繰
り
だ
し
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
を
次
々
に
売
り
さ
ば
い

て
い
く
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
の
登
場
人
物
は
行
商
人
に
た
い
す
る
同
時
代
の
差
別
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
体
現
し
て
い
る
。
行
商
人
の
登
場
人
物
で
あ

れ
ば
神
業
ク
ラ
ス
の
盗
み
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
じ
っ
さ
い
オ
ー
ト
リ
カ
ス
は
被
害
者
に
い
つ
ど
こ
で
ど
う
掏

ら
れ
た
の
か
を
ま
っ
た
く
気
づ
か
せ
な
い
天
才
掏
り
師
と
し
て
描
か
れ
る
。
オ
ー
ト
リ
カ
ス
は
追
剥
に
あ
っ
た
ふ
り
を
し
て
、
裕
福
な
羊

飼
い
の
息
子
（「
道
化
」）
か
ら
電
光
石
火
の
早
業
で
財
布
を
盗
み
だ
し
、
盗
み
が
ば
れ
か
け
て
も
機
転
を
働
か
せ
て
切
り
抜
け
る
。

　A
utolycus

　O
, good sir. Softly, good sir! I fear, sir m

y shoulder-blade is out.

　Clow
n	

H
ow

 now
? Canst stand?
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　A
utolycus

　Softly, dear sir. G
ood sir, softly. Y

ou ha ’ done m
e a charitable office.�

［Picks his pocket

］

　Clow
n	

D
ost lack any m

oney? I have a little m
oney for thee.

　A
utolycus

　�N
o, good sw

eet sir. N
o, I beseech you, sir. I have a kinsm

an not past three quarters of a m
ile 

hence, unto w
hom

 I w
as going. I shall there have m

oney, or anything I w
ant. O

ffer m
e no m

on-

ey. T
hat kills m

y heart.�

（The W
inter ’s Tale, 4. 3. 58

─64

）

現
代
綴
り
編
集
版
テ
ク
ス
ト
で
は
右
記
の
引
用
の
よ
う
に
、
三
行
目
か
ら
四
行
目
の
間
に
「
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
掏
り
取
る
」
と
い
う
ト
書
き

が
補
わ
れ
る
が
、
一
六
二
三
年
の
フ
ォ
リ
オ
版
に
は
こ
の
種
の
指
示
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
今
日
で
は
こ
の
ト
書
き
が
な
い
と
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
一
方
、
フ
ォ
リ
オ
版
は
十
六
・
十
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
で
あ
れ
ば
ト
書
き
な
ど
な
く
と
も
「
行

商
人
」
が
何
を
や
ら
か
す
の
か
容
易
に
想
像
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
十
六
世
紀
の
半
ば
か
ら
十
七
世
紀
の
半
ば
ま
で
の
約
一
世
紀
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
は
一
部
の
職
業
に
た
い
し
て
差
別
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
生
み
だ
し
て
い
た
。
オ
ー
ト
リ
カ
ス
の
よ
う
な
行
商
人
（pedlar

）
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
小
間
物
を
売
る
ば
か
り
で
な
く
、
き
ま

っ
て
「
陽
気
（m

erry

）」
で
「
酔
っ
ぱ
ら
い
（drunken
）」、
そ
し
て
凄
腕
の
「
窃
盗
犯
（theft

）」
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

三
．「
酔
っ
ぱ
ら
い
の
鋳
掛
屋
」

　
今
日
の
定
義
で
物
乞
い
は
「
食
べ
物
や
金
銭
を
人
か
ら
恵
ん
で
も
ら
っ
て
生
活
す
る
者
、
も
の
も
ら
い
」（『
広
辞
苑
』、「
乞
食
」
二
）
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で
あ
り
、beggar

も‘a person w
ho lives by begging for food or m

oney
’

（O
E

D
, beggar 1

）
で
あ
る
。
こ
の
定
義
か
ら

す
る
と
物
乞
い
もbeggar

も
職
を
も
た
な
い
、
も
し
く
は
働
け
な
い
か
ら
「
恵
ん
で
も
ら
う
」
の
で
あ
っ
て
、
物
乞
い
兼
業
の
就
労
者

は
想
定
し
に
く
い
。
と
こ
ろ
が
十
六
・
十
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
で
は
職
業
を
も
つ
物
乞
い
（
あ
る
い
は
物
乞
い
を
す
る
職
業

人
）
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
そ
の
種
の
物
乞
い
が
一
六
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
フ
ォ
リ
オ
版
テ
ク
ス
ト
に

お
い
て
確
認
で
き
る
。

　
フ
ォ
リ
オ
版
の
『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
（The Tam

ing of the Shrew

）』
に
は
ト
書
き
で
「
物
乞
い
（B

eggar

）」
と
指
示
さ
れ

て
い
る
登
場
人
物
が
現
在
に
至
る
職
歴
を
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

　B
eggar

　�W
hat, w

ould you m
ake m

e m
ad? A

m
 not I Christopher Sly, old Sly

’s son of B
urtonheath, by birth 

a pedlar, by education a cardm
aker, by transm

utation a bear-herd, and now
 by present profession 

a tinker?�

（The Tam
ing of the Shrew

, Induction 2. 14

─16

）

こ
の
物
乞
い
に
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ラ
イ
と
い
う
固
有
名
詞
が
あ
り
、
今
日
で
は
こ
の
登
場
人
物
は
ス
ラ
イ
の
名
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ス
ラ
イ
に
よ
れ
ば
彼
の
父
親
は
行
商
人
（pedlar

）
で
あ
り
、
ス
ラ
イ
自
身
は
金
属
製
造
業
（cardm

aker

のcard

は
生
羊
毛

梳
き
の
鉄
器
）
で
職
業
訓
練
を
受
け
た
と
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
ス
ラ
イ
は
金
属
製
造
関
係
の
職
人
に
は
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
熊
い
じ
め

の
大
道
芸
人
（bear-herd

）
を
経
て
現
在
は
鋳
掛
屋
（tinker

）
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

　『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
』
は
劇
中
劇
構
造
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
外
枠
の
「
序
幕
」
に
ス
ラ
イ
と
い
う
ス
タ
ー
が
登

場
す
る
。
こ
の
登
場
人
物
を
フ
ォ
リ
オ
版
の
「
物
乞
い
」
か
ら
固
有
名
詞
の
「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ラ
イ
」
へ
と
変
え
た
の
が
ニ
コ
ラ
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ス
・
ロ
ウ
の
全
集
版
（
一
七
〇
九
年
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ
ウ
は
登
場
人
物
一
覧
で
ス
ラ
イ
の
職
業
を
鋳
掛
屋
と
明
記
し
、
そ
の
後
の
編

集
版
テ
ク
ス
ト
は
ロ
ウ
の
改
訂
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
今
日
「
物
乞
い
」
と
い
う
設
定
は
『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
』
の
テ
ク
ス
ト

か
ら
ほ
と
ん
ど
消
え
失
せ
て
お
り
、
か
ろ
う
じ
て
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
と
ノ
ー
ト
ン
版
が
部
分
的
に
残
す
フ
ォ
リ
オ
版
の
ト
書
き
、
さ
ら

に
は
領
主
が
ス
ラ
イ
を
最
初
に
目
に
し
た
瞬
間
に
発
す
る
表
現‘the beggar ’

（Induction 1. 35

）
だ
け
が
そ
の
設
定
の
痕
跡
を
と
ど

め
て
い
る
。
一
五
三
六
年
以
降
議
会
制
定
法
で
は
「
健
常
な
（sturdy, valiant, strong

）」
と
い
う
修
飾
語
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る

が
、
も
と
も
と
用
語
と
し
て
の
「
物
乞
い
」
は
一
五
三
一
年
の
浮
浪
取
締
り
法
の
タ
イ
ト
ル
で
は
浮
浪
者
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
た
（A

n 

A
cte concernyng punysshem

ent of B
eggars &

 V
acabunde

）。「
物
乞
い
」
ス
ラ
イ
の
職
歴
は
住
所
だ
け
で
な
く
職
業
さ
え
も

コ
ロ
コ
ロ
と
変
え
、
最
終
的
に
は
鋳
掛
屋
と
い
う
収
ま
る
べ
き
職
業
に
収
ま
る
華
麗
な
浮
浪
歴
を
喜
劇
的
に
表
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な

い
。

　
ロ
バ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
の
『
コ
ニ
ー
・
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
第
二
部
（The Second Part of Cony-catching

）』
に
収
録
さ
れ
た
「
ナ

イ
ト
と
錠
前
は
ず
し
の
鋳
掛
屋
の
面
白
い
実
話
」
は
、
一
五
九
一
年
の
時
点
で
浮
浪
者
の
代
表
と
も
い
え
る
鋳
掛
屋
に
た
い
す
る
露
骨
な

偏
見
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
鋳
掛
屋
に
は
金
属
道
具
の
修
繕
以
外
に
「
錠
前
は
ず
し
（picklock

）」
と
い
う
副
業
（
あ
る
い

は
本
業
）
が
あ
り
、
彼
ら
の
道
具
袋
（budget

）
の
奥
に
泥
棒
道
具
が
潜
ん
で
い
る
の
は
当
た
り
前
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る）

₁₈
（

。

十
六
世
紀
末
ま
で
に
鋳
掛
屋
が
胡
散
臭
さ
の
代
名
詞
と
な
るtinker

関
連
の
諺
も
複
数
生
ま
れ
て
い
た
。
あ
こ
ぎ
な
商
売
の
代
表
格
が

鋳
掛
屋
で
あ
り
、
鋳
掛
屋
は
修
繕
を
頼
ま
れ
た
鍋
に
こ
っ
そ
り
二
つ
か
三
つ
穴
を
開
け
、
そ
の
分
多
く
代
金
を
請
求
す
る
─‘A

 tinker 

stops one hole and m
ake tw

o

（three

）’

（T
illey, T

347

）。
テ
ィ
リ
ー
の
諺
辞
典
に
収
録
さ
れ
て
い
るtinker

関
連
の
諺
の
用

例
は
す
べ
て
一
五
五
一
年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
コ
ニ
ー
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
含
め
た
「
裏
社
会
」
の
実
録
風
文
学
が

次
々
と
出
版
さ
れ
る
の
も
一
五
五
一
年
以
降
で
あ
る
。
鋳
掛
屋
に
た
い
す
る
偏
見
はtinker

と
い
う
単
語
（tink

は
ト
ン
カ
ン
と
い
う
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音
）
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
鋳
掛
屋
と
行
商
人
に
た
い
す
る
定
番
的
な
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
急
速
に
発
展

し
て
い
く
の
は
、
両
者
へ
の
偏
見
が
「
こ
の
王
国
に
と
っ
て
必
要
以
上
に
有
害
」
な
存
在
と
し
て
議
会
制
定
法
で
明
文
化
さ
れ
た
一
五
五

一
年
以
降
な
の
で
あ
る
。

　
一
五
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ド
リ
ー
の
『
浮
浪
者
の
友
愛
団
』
は
鋳
掛
屋
と
い
え
ば
陽
気
な
酔
っ
ぱ
ら
い
で
あ
り
、
一

日
中
居
酒
屋
で
酒
浸
り
に
な
り
、
気
が
向
い
た
と
き
に
物
乞
い
に
出
か
け
る
と
い
う
鋳
掛
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
だ
し
、
定
式
化
さ
せ
た

─‘A
 T

inkard: A
 tinkard leaveth his bag a sw

eating at the ale-house, w
hich they term

 their bousing inn, and in 

the m
ean season goeth abroad a begging

）
₁₉
（

’.

さ
ら
に
そ
の
五
年
後
、
オ
ー
ド
リ
ー
の
鋳
掛
屋
は
ト
マ
ス
・
ハ
ー
マ
ン
の
『
浮
浪
者

と
呼
ば
れ
る
者
へ
の
警
告
』
に
お
い
て
「
酔
っ
ぱ
ら
い
の
鋳
掛
屋
」
へ
と
進
化
し
、
鋳
掛
屋
の
イ
メ
ー
ジ
は
女
性
を
食
い
物
に
す
る
極
道

に
ほ
ぼ
近
い
も
の
と
な
っ
た
。

Chapter X
III

　A
 D

runken T
inker

　T
hese drunken tinkers, called also priggs, be beastly people, and these young knaves be the w

orst. T
hese 

never go w
ithout their doxies, and if their w

om
en have anything about them

, as apparel or linen, that is 

w
orth the selling, they lay the sam

e to gage, or sell it outright, for bene bouse at their bousing ken. A
nd 

full soon w
ill they be w

eary of them
, and have a new

）
₂₀
（

.

暇
と
金
さ
え
あ
れ
ば
四
六
時
中
居
酒
屋
で
酒
を
飲
み
、
愛
人
（doxies

）
が
換
金
で
き
そ
う
な
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
身
ぐ
る
み
は

い
で
酒
代
に
換
え
る
。
女
が
気
に
入
ら
な
く
な
れ
ば
さ
っ
さ
と
新
し
い
女
に
乗
り
換
え
る
。
そ
の
気
に
な
っ
た
と
き
ハ
ー
マ
ン
の
鋳
掛
屋
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は
よ
う
や
く
腰
を
上
げ
、
鋳
掛
屋
本
来
の
「
仕
事
」（
窃
盗
と
過
大
請
求
を
含
む
）
に
励
む
。『
二
人
の
血
縁
の
貴
公
子
（The Tw

o 

N
oble K

insm
en

）』
に
お
い
て
牢
番
の
娘
が
語
る
猥
雑
な
ジ
ョ
ー
ク
（holes

は
女
性
器
も
意
味
す
る
）
は
十
六
世
紀
後
半
期
に
生
ま

れ
た
鋳
掛
屋
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
─‘I know
 you, you

’re a tinker: sirrah tinker, /Stop no m
ore 

holes but w
hat you should ’

（3. 5. 92

─93

）。

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
作
品
に
は
「
酔
っ
ぱ
ら
い
の
鋳
掛
屋
」
と
イ
メ
ー
ジ
が
ぴ
っ
た
り
重
な
る
登
場
人
物
が
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス

ラ
イ
以
外
に
も
存
在
す
る
。
フ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
は
手
下
た
ち
と
と
も
に
「
猪
頭
亭
（B

oar ’s H
ead

）」
で
夜
な
夜
な
ド
ン
チ
ャ
ン
騒

ぎ
を
繰
り
広
げ
、
さ
ら
に
は
ギ
ャ
ッ
ズ
ヒ
ル
で
追
い
は
ぎ
ま
で
し
で
か
す
。
ま
た
こ
の
無
頼
漢
は
以
下
の
よ
う
に
酒
代
の
捻
出
の
た
め
愛

人
に
身
の
回
り
の
も
の
を
質
に
入
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　H
ostess Q

uickly

　Prithee, Sir John, let it be but tw
enty nobles. I loath to paw

n m
y plate

in good earnest, la.

Falstaff	
Let it alone. I ’ll m

ake other shift. Y
ou

’ll be a fool still.

　H
ostess Q

uickly

　W
ell, you shall have it, although I paw

n m
y gow

n. I hope you
’ll com

e to supper. Y
ou

’ll 

pay m
e all together?�

（The Second Part of H
enry the Fourth, 2. 1. 109

─13

）

ヘ
ン
リ
ー
五
世
の
放
蕩
神
話
を
劇
化
す
る
さ
い
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
浮
浪
者
の
「
裏
社
会
」
神
話
を
利
用
し
て
逸
脱
の
放
蕩
世
界
を
表

現
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
フ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
に
は
見
の
が
せ
な
い
特
異
性
も
あ
り
、
ハ
ー
マ
ン
の
言
及
に
従
え
ば
浮
浪
者
は
若
い
世

代
で
あ
る
の
に
た
い
し
（‘these young knaves ’

）、「
六
〇
歳
と
ち
ょ
っ
と
」
と
い
う
設
定
の
フ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
は
「
酔
っ
ぱ
ら
い
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の
鋳
掛
屋
」
の
高
齢
者
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
だ
と
言
え
る
。

　『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な
ら
し
』
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ラ
イ
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
観
客
に
と
っ
て
鋳
掛
屋
と
い
う
よ
り
は
、
現
実

的
な
欲
望
以
外
に
関
心
が
な
い
中
高
年
の
浮
浪
者
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
─‘Com

e, m
adam

 w
ife, sit by m

y side and let the 

w
orld slip, w

e shall ne ’er be younger ’

（Induction 2, 132

─33

）。「
喜
劇
」
と
い
う
単
語
す
ら
も
知
ら
ず
、
た
ぶ
ん
お
芝
居
で

結
婚
喜
劇
を
見
た
こ
と
が
な
い
ス
ラ
イ
が
望
む
の
は
「
安
ビ
ー
ル
一
杯
（a cup of sm

all beer

）」
を
飲
む
か
、「
マ
ダ
ム
奥
様
」
と
一

刻
も
早
く
ベ
ッ
ド
を
共
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
劇
中
劇
で
演
じ
ら
れ
る
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
や
逆
玉
の
輿
そ
の
も
の
が
住
所
不
定
の
浮
浪

者
た
ち
に
と
っ
て
は
夢
の
ま
た
夢
、
同
じ
放
浪
者
で
あ
り
な
が
ら
処
罰
の
対
象
と
な
ら
な
い
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
階
級
の
若
い
独
身
男
性
だ

け
が
演
じ
ら
れ
る
世
界
な
の
で
あ
る）

₂₁
（

。

　
行
商
人
の
オ
ー
ト
リ
カ
ス
と
鋳
掛
屋
の
ス
ラ
イ
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
が
生
み
だ
し
た
浮
浪
者
に
た
い
す
る
特
異
な
イ

メ
ー
ジ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
連
の
浮
浪
取
締
法
は
浮
浪
者
と
認
定
さ
れ
る
法
的
基
準
と
そ
の
処
罰
法
を
示
す
だ
け
で
、
浮
浪
者
の

日
常
生
活
ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
同
時
代
の
人
々
に
は
、
一
連
の
歴
史
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
通
じ
て
浮
浪
者
に
た
い

す
る
固
定
観
念
、
す
な
わ
ち
職
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
変
え
（
男
性
な
ら
）
女
癖
が
悪
く
、
悪
知
恵
だ
け
は
人
一
倍
発
達
し
て
い
る
反
社
会
的
な

逸
脱
者
像
が
刷
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
オ
ー
ト
リ
カ
ス
が
喜
劇
的
に
語
る
自
分
自
身
の
遍
歴
は
ま
さ
し
く
こ
の
逸
脱
者
像
と
一
致
し
て
い
る
。

A
utolycus

　
　�I know

 this m
an w

ell. H
e hath been since an ape bearer, then a process-server, a bailiff, then 

com
passed a m

otion of the prodigal son, and m
arried a tinker ’s w

ife w
ithin a m

ile w
here m

y 

land and living lies, and, having flow
n over m

any knavish professions, he settled only in 

rogue. Som
e call him

 A
utolycus.
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Clow
n	

O
ut upon him

! Prig, for m
y life, prig. H

e haunts w
akes, fairs and bearbaitings.

�

（The W
inter ’s Tale, 4. 3. 71

─76

）

オ
ー
ト
リ
カ
ス
も
ス
ラ
イ
同
様
に
「
猿
回
し
芸
人
」
か
ら
「
召
喚
状
配
達
人
」、「
人
形
芝
居
芸
人
」
な
ど
「
多
く
の
悪
党
の
職
業
」
を

転
々
と
し
な
が
ら
、
愛
人
を
鋳
掛
屋
と
共
有
し
つ
つ
、
最
後
は
行
商
人
と
い
う
お
決
ま
り
の
職
業
に
収
ま
る
。
典
型
的
な
浮
浪
者
で
あ
る

オ
ー
ト
リ
カ
ス
を
評
し
て
「
道
化
」
は‘prig

’

と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
の
単
語
は
オ
ー
ド
リ
ー
の
新
語prigm

an

を
も
と
に
し
て
ト

マ
ス
・
ハ
ー
マ
ン
が
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
マ
ン
に
よ
る
先
の
引
用
に
よ
る
とprig

は
「
酔
っ
ぱ
ら
い
の
鋳
掛
屋
」
の
別
名
で
あ

り
、
オ
ー
ド
リ
ー
のprigm

an
も
「
彼
ら
が
浮
浪
者
の
蔵
と
呼
ぶ
生
け
垣
か
ら
衣
服
を
失
敬
し
、
居
酒
屋
で
売
り
飛
ば
す
」
窃
盗
犯
に

他
な
ら
な
い）

₂₂
（

。

　
オ
ー
ト
リ
カ
ス
が
初
め
て
舞
台
に
登
場
す
る
と
き
、
彼
は
小
唄
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
ビ
ー
ル
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
裏
事
情
を
観
客

（
読
者
）
に
あ
け
す
け
に
語
っ
て
く
れ
る
。

　A
utolycus

（singing

）T
he w

hite sheets bleaching on the hedge,

	
W

ith hey, the sw
eet birds, O

, how
 they sing!

	
D

oth set m
y puggish tooth an edge,

	
For a quart of ale is a dish for a king.

�

（The W
inter ’s Tale, 4. 3. 5

─8

）
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生
垣
（hedge

）
が
オ
ー
ト
リ
カ
ス
の
仕
入
れ
先
の
一
つ
で
あ
り
、
彼
は
生
垣
に
干
し
て
あ
る
白
い
シ
ー
ツ
を
失
敬
し
て
売
り
払
い
「
四

分
の
一
ガ
ロ
ン
の
ビ
ー
ル
（a quart of ale

）」
の
代
金
を
稼
ぎ
だ
す
。
オ
ー
ト
リ
カ
ス
の
商
品
の
う
ち
衣
料
関
係
の
も
の
は
原
価
が
タ

ダ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ビ
ー
ル
が
お
い
し
い
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
お
け
る
貧
困
者
も
し
く
は
無
頼
漢
た
ち
の
登
場
人
物
像
の
輪
郭

は
オ
ー
ド
リ
ー
と
ハ
ー
マ
ン
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
た
浮
浪
者
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
に
お
い
て
「
浮
浪
者
」
を
あ
ら
わ
す
一
般
的
な
単
語
はrogue

とvagabond

で
あ
り
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
制
定

法
集
（Statutes of the R

ealm

）」
の
索
引
で
も
浮
浪
者
関
連
の
法
律
は‘R

ogues and V
agabonds ’

で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
一
五
三
一
年
に
最
初
の
浮
浪
取
締
法
（22 H

en. V
III c.12

）
が
制
定
さ
れ
た
時
、
浮
浪
者
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
はvagabond

と

beggar

で
表
わ
さ
れ
、rogue
が
議
会
制
定
法
の
文
面
に
登
場
す
る
の
は
一
五
七
二
年
か
ら
で
あ
る
。O

E
D

に
よ
れ
ばrogue

の
初

例
は
一
四
八
九
年
で
あ
る
が
、
こ
の
単
語
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
オ
ー
ド
リ
ー
と
ハ
ー
マ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
れ
る

一
五
六
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
新
た
にrogue

が
一
五
七
二
年
か
ら
法
律
用
語
に
な
る
背
景
に
は
こ
の
事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
か
ら
二
〇
年
後
、
劇
作
家
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
者
で
あ
る
ト
マ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
が
『
文
無
し
ピ
ア
ス
の
嘆
願
（Pierce Perniless

）』

（
一
五
九
二
年
）
に
お
い
てroguery

と
い
う
新
語
を
造
り
、
さ
ら
に
そ
の
数
年
後
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
こ
の
最
新
の
単
語
を
利
用
し

て
文
学
史
上
名
高
い
悪
女
の
奔
放
な
イ
メ
ー
ジ
に
新
た
な
一
面
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
新
語
のroguery

を
最
初
に
使
っ
た
の
は
『
ヘ
ン
リ
ー
四
世
・
第
一
部
』（
推
定
執
筆
年
代
一
五
九
八
年
）
に
お

い
て
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
語
で
「
猪
頭
亭
」
の
あ
こ
ぎ
な
酒
の
売
り
方
を
表
現
し
て
い
る
─‘Y

ou rogue, here ’s 

lim
e in this sack too.

─T
here is nothing but roguery to be found in villainous m

an
’

（2. 4. 95

─96

）。
粉
屋
は
小
麦

粉
に
石
灰
を
混
ぜ
て
目
方
を
ご
ま
か
す
が
、
居
酒
屋
の
場
合
白
ワ
イ
ン
に
石
灰
を
入
れ
て
高
く
売
り
つ
け
る
の
が
詐
欺
に
該
当
す
る
。
現

実
の
世
界
で
は
多
種
多
様
な
詐
欺
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
当
時
の
観
客
が
女
性
浮
浪
者
のroguery

と
し
て
具
体
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的
に
想
像
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
ウ
サ
ギ
狩
り
（cony-cattching

）」
と
い
う
隠
語
で
知
ら
れ
る
イ
カ
サ
マ
や
詐
欺
、
窃
盗
の

手
口
を
暴
露
す
る
一
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
有
名
な
の
が
ロ
バ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
の
『
男
詐
欺
師
と
女

詐
欺
師
の
大
論
争
』（
一
五
九
二
年
）
で
あ
り
、「
ウ
サ
ギ
狩
り
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
締
め
く
く
り
と
な
る
同
書
で
は
女
性
浮
浪
者
の
フ
ェ

ア
・
ナ
ン
が
未
婚
男
性
相
手
に
あ
の
手
こ
の
手
で
金
品
を
巻
き
上
げ
て
い
く
風
俗
詐
欺
が
実
録
風
に
描
か
れ
て
い
る）

₂₃
（

。

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ク
レ
シ
ダ
』
は
浮
浪
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
や
チ
ョ
ー
サ
ー
な
ど
中
世

期
の
大
詩
人
た
ち
が
手
掛
け
た
ト
ロ
イ
ラ
ス
物
語
を
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
へ
と
翻
案
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
心

変
わ
り
を
し
な
い
と
ト
ロ
イ
ラ
ス
に
誓
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ギ
リ
シ
ャ
の
将
軍
ダ
イ
オ
ミ
デ
ィ
ー
ズ
の
愛
人
と
な
っ
た
ク
レ
シ
ダ
は

中
世
期
の
ト
ロ
イ
ラ
ス
物
語
に
お
い
て
「
不
実
な
女
性
」
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
演
劇
版
で
は
「
不
実
な
女
性
」

が
男
性
の
下
心
を
た
き
つ
け
る
風
俗
業
従
事
者
に
も
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
は
第
五
幕
第
二
場
に
お
い
て
ト
ロ
イ
ラ
ス
が
ク
レ
シ
ダ

の
心
変
わ
り
を
目
撃
す
る
場
面
で
あ
る
。

　D
iom

edes	
H

ow
 now

 m
y charge?

　Cressida	
N

ow
, m

y sw
eet guardian! H

ark, a w
ord w

ith you.

　T
roilus	

Y
ea, so fam

iliar?

　U
lysses	

She w
ill sing any m

an at first sight.

　T
hersites	

A
nd any m

an m
ay sing her, if he can her clef: she ’s noted.

　D
iom

edes

　
　W

ill you rem
em

ber?

　Cressida	
R

em
em

ber? Y
es.
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　D
iom

edes	
N

ay, but do, then;

	
A

nd let your m
ind be coupled w

ith your w
ords.
　T

roilus	
w

hat should she rem
em

ber?

　U
lysses	

List!

　Cressida	
Sw

eet honey G
reek, tem

pt m
e no m

ore to folly.

　T
hersites	

R
oguery!�

（Troilus and Cressida, 5. 2. 17

─19

）.

こ
の
場
面
で
は
ク
レ
シ
ダ
が
弄
す
る
恋
の
手
練
手
管
を
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ユ
リ
シ
ー
ズ
が
目
撃
し
、
さ
ら
に
二
人
の
盗
み
見
を
そ
の
外
側
か

ら
サ
ー
サ
イ
テ
ィ
ー
ズ
が
み
つ
め
、「
彼
女
の
音
符
（
女
性
器
）
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
男
は
誰
で
も
彼
女
を
歌
わ
せ
ら
れ
る
」
と
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
時
代
の
観
客
の
感
想
を
代
弁
す
る
。
ク
レ
シ
ダ
は
ダ
イ
オ
ミ
デ
ィ
ー
ズ
に
た
い
し
て
「
も
う
こ
れ
以
上
愚
か
な
こ
と
に
は
誘
わ

な
い
で
」
と
語
る
が
、
そ
の
台
詞
は
サ
ー
サ
イ
テ
ィ
ー
ズ
に
と
っ
て
男
性
の
情
欲
を
あ
お
り
た
て
る
「
浮
浪
者
の
手
口
（roguery

）」

と
し
か
聞
こ
え
な
い
。
ト
ロ
イ
ラ
ス
と
ク
レ
シ
ダ
の
伝
統
的
な
恋
愛
悲
劇
は
売
春
産
業
を
想
像
さ
せ
る
グ
ロ
テ
ス
ク
な
男
女
の
駆
け
引
き

へ
と
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　『
十
二
夜
（Tw
elfth N

ight

）』
の
劇
世
界
に
も
浮
浪
者
に
該
当
す
る
行
動
を
と
る
か
、
も
し
く
は
そ
の
境
遇
に
陥
る
登
場
人
物
が
存

在
す
る
。
海
難
事
故
に
遭
い
、
住
所
不
定
の
無
収
入
者
に
な
っ
た
双
子
の
兄
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
現
在
の
自
分
が
「
浮
浪
者
の
境
遇
（ex-

travagancy

）」
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
自
覚
し
て
い
る
─‘m

y determ
inate voyage is m

ere extravagancy
’

（2. 1. 7

）。
妹
の

ヴ
ァ
イ
オ
ラ
も
オ
ー
シ
ー
ノ
公
爵
に
雇
用
さ
れ
な
け
れ
ば
兄
と
ま
っ
た
く
同
じ
境
遇
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
道
化
の
フ
ェ
ス
テ
で
さ
え
一

五
六
一
年
の
「
労
働
者
法
」
を
厳
密
に
適
用
す
れ
ば
浮
浪
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
う
る
。
オ
リ
ヴ
ィ
ア
と
マ
ラ
イ
ア
に
よ
れ
ば
、
フ
ェ
ス
テ
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は
長
期
に
わ
た
っ
て
職
場
放
棄
を
し
て
お
り
、
そ
の
間
屋
敷
に
全
く
顔
を
見
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
─’you w

ill be hanged for 

being so long absent ’

（1. 5. 3

─4

）。
ま
た
、
劇
中
で
フ
ェ
ス
テ
は
オ
ー
シ
ー
ノ
公
爵
と
オ
リ
ヴ
ィ
ア
の
屋
敷
を
職
務
と
は
無
関
係

に
往
来
し
、
そ
の
都
度
小
遣
い
を
獲
得
し
て
お
り
、
は
た
し
て
誰
が
彼
を
雇
用
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

　
道
化
フ
ェ
ス
テ
と
浮
浪
者
と
の
関
連
性
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
無
頼
派
の
道
化
フ
ェ
ス
テ
が
芝

居
の
締
め
く
く
り
に
歌
う
小
唄
は
、
そ
の
用
語
か
ら
し
て
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
お
け
る
浮
浪
者
の
一
生
」
と
題
さ
れ
て
も
不
思
議
で

は
な
い
も
の
で
あ
る

　Feste

　
　W

hen that I w
as and a little tiny boy,

	
W

ith hey, ho, the w
ind and the rain,

	
A

 foolish thing w
as but a toy,

	
For he rain it raineth every day.

	
B

ut w
hen I cam

e to m
an

’s estate,

	
W

ith hey, ho, etc.

	
G

ainst knaves and thieves m
en shut their gate,

	
For the rain, etc.�

（Tw
elfth N

ight, 5. 1. 372

─83

）

子
供
の
頃
に
は
「
お
イ
タ
を
し
て
も
大
目
に
見
ら
れ
」、
そ
れ
な
り
に
社
会
の
中
で
居
場
所
は
あ
る
。
と
こ
ろ
が
成
人
に
な
る
と
ジ
ャ
ッ
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ク
・
ケ
イ
ド
の
よ
う
な
「
悪
党
と
盗
人
に
は
誰
も
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
な
い
」。
妻
帯
者
に
な
っ
て
人
生
の
後
半
部
に
差
し
掛
か
る
と
、

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ラ
イ
の
よ
う
に
周
囲
と
の
い
さ
か
い
で
気
分
が
晴
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
晩
年
に
な
れ
ば
『
ヘ
ン
リ
ー
五

世
』
で
伝
え
ら
れ
る
フ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の
よ
う
に
寝
た
き
り
と
な
り
、「
酔
っ
払
い
と
同
じ
く
年
が
ら
年
中
頭
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
」。

　
フ
ェ
ス
テ
が
歌
う
エ
ピ
ロ
ー
グ
的
な
小
唄
は
浮
浪
者
の
二
面
的
な
要
素
、
す
な
わ
ち
娯
楽
作
品
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
そ
の
喜
劇
性
が

観
客
・
読
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
る
一
方
、
現
実
世
界
に
お
け
る
処
罰
対
象
と
し
て
の
浮
浪
者
た
ち
は
一
五
五
一
年
の
法
律
が
明
言
す
る

よ
う
に
「
こ
の
王
国
に
と
っ
て
必
要
と
い
う
よ
り
は
有
害
な
」
厄
介
者
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
十
六
世
紀
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
社
会
の
浮
浪
者
像
は
現
実
世
界
の
議
会
制
定
法
と
歴
史
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
演
劇
作
品
と
の
間
の
不
思
議
な
影
響
関
係

か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

［
本
論
文
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
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研
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・
基
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研
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者
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夫
・
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題
番
号
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］
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